


コケイン症候群患者の皮膚線維芽細胞は紫外線感受性で,照射後細胞の DNA 複製(定期 DNA

合成)が障害される特徴を示す。有名な色素性乾皮症細胞は紫外線照射後の不定期DNA 合成

に欠損を示すが,コケイン症候群では正常レベルにあるという違いがある。 

本研究では Camdenの Human Genetic Mutant Cenll Repository から分与をうけたコケイン

細胞株 CS3BE,CS7SE,および CSlBE について相互に融合させ,定期 DNA 合成機能欠損の回復

する組合せのあることが確認された。すなわちCS7SEとCSlBEの2株が同じ群に入り,CS3BE

が異った相補性群を形成する。 


